
 
 
 
関根会長がご逝去されました。謹んで
ご冥福をお祈りいたします。 

（享年 78 歳） 
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訃報 

同窓会副会長に駒澤大学高等学校 
保健体育科教諭の近藤実先生 
（36 期）が就任しました。 
 
 
 

新会長に駒澤大学前副学長 久保田昌希
先生（18 期）が就任しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「今、さらなる同窓生の結束を」   ー同窓会会長就任の御挨拶ー 
                                   久保田昌希(18期)  
同 窓 生 各 位 に お か れ ま し て は 如 何 お 過 ご し で し ょ う か 。                              
この度の役員総会で、関根会長の御逝去に伴って、会長に推挙いただきまし
た久保田でございます。私は在校中の昭和四十一年、二年生の時に現在の駒
澤大学駒沢キャンパス七号館から用賀新校舎へ移った世代です。それから五
十余年が経過、母校の発展とともに校地の狭隘化が進み、新校舎建設と共に
新たな学習環境の整備が俟たれるところです。 
  申し上げるまでもございませんが、新型コロナウィルス感染被害ととも
に、地震・豪雨等による被害は後を絶たず、我が国は災害列島の様相を呈し
ています。或いは被害に遭われている同窓生もおられるやも知れません、お
見舞いを申し上げます。 
  こうしたなか母校におきましても授業・行事の変更が余儀なくされていま
すが、校長・教頭先生を中心に教職員各位の一丸となった対応により大概的
には順調に教育運営がなされており安堵しています。 
  この社会的混乱のなか同窓会としてどうするか、役員会の中でも議論が続
いております。私はここで改めて、さらなる同窓生の結束を求め、会則にあ
る「会員相互の親睦」と「母校の興隆発展のための諸活動」という条文を確
認しつつ、同窓会としての本領を発揮していきたいと思っています。 
  初代の秋山会長はかつて「同窓会は同窓生あっての同窓会」「同窓会は学
校あっての同窓会」といわれ、以後の歴代会長もそれに則り同窓会を発展さ
せてこられました。それには母校との強い結びつき、旃檀会・一如会との連
携も欠かせません。 
  どうぞ宜しくお願い申し上げます。 
                              十八期 駒澤大学名誉教授 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駒澤大学高等学校の事務長に本校出身の 
三田佳男さん（37 期）が就任しました。 
 
 
 

 

菊地主洋先生 本校４２年間勤務 

この３月に定年退職されました。 

 

 
 
 

「駒澤大学高等学校へ」 
菊地主洋 

 
 歴史的に困難な状況の中、皆様はいかがお過ごしでしょうか。９年前の 2011年 3月１１日、東日本大震災の日、交通網が止まり、帰宅
できなくなった生徒たちと学校に泊まることになり、夜通し津波の映像を見ていた。翌朝、帰ろうと思ってエントランスに行くと卒業生と
会った。直接の卒業生ではなかったが、今朝、東京に着いたばかりで、実家に帰らず、なぜか高校に来たと言うのである。しかも、前日は
あの東北の震源地の近くにいたと言う。 
 予期しない時に意外な人と出会う。数年前の夏、会津に行った際、猪苗代湖の道の駅でお盆のために帰省していた二瓶先生とばったり出
会った。お互いにこんな所でとびっくりした。久しぶりに元気な姿を見て、お話をすることができた。 
 この数年、夏に志賀高原大会に遠征してきた。参加校は関東近県やその他の県からで、３日間、朝から夕方まで試合が続くのである。す
るとホテルのスタッフの一人から「菊地先生ですよね。駒大高校の卒業生です。」と声をかけられた。元気に頑張っている姿を見て嬉しく
なった。 
 校友会総務に携わっていた時、校友会にない部は総務が大会に引率していた。ボクシング東京予選は朝鮮高校が会場だった。高校入口で
朝鮮語で挨拶されたが、通じないと分ると日本語で言い直してくれた。試合中、リングの回りには朝鮮語がずっと飛びかっていた。パンチ
が決まるより速くかけ声が響いていた。 
 水泳予選は辰巳国際水泳場で行われた。当時センターで泳いでいたのが、後に日本代表となる北島選手だった。やはり断トツで速かっ
た。本校の選手も横浜で行われた関東大会に進むことができた。 
 スキー大会は泊りがけになる。スキー板は一回滑る度に交換する。包丁より切れ味するどく研ぐためグラブをして扱う。ワックスをかけ
るアイロン台というのを初めて見た。ゲレンデには薬剤を散布して雪を固める。教員は競技役員も兼ねるのだが、吹雪くと視界が真っ白に
なって、旗門を通過したかどうかがほとんど見えない状態だ。それでも本部は判定を任せると言う。視界がゼロに近い中、必死で判定に集
中した。 
 ある時、義母たちを箱根に送り届ける途中、海老名ＰＡで、馴染みのあるワゴン車が近づいてくるのが見えた。近づいてくるにつれて、
それがサッカー部のワゴン車だと分り、運転する亀田先生と同乗するサッカー部員たちの驚く顔がだんだんと大きくなってきた。練習に行
く途中、偶然にも出会ったのだ。 
 駒大高校には井上教頭先生を初め、本校卒業の教員が次第に増えてきました。母校に戻ることができるのは幸運なことであり、情熱を持
って母校のために取り組むことができるのは、高校にとって財産となります。 
 私は四十数年という人生の半分以上を駒大高校でお世話になりました。お世話になった皆様に感謝申し上げます。皆様は四十年後、振り
返って何を想うでしょうか。 
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国語科の岩岸孝先生（２４期）が 

令和３年３月をもって定年退職 

されます。 

 

 

                         「雑感定年」 
岩岸 孝 

 

『大学院生のアルバイト』として採用していただいてから４０年の長きに渡ってお世話になったが、孔子の「四十にして立つ」という言葉

からすると「教師として自立できる時」がやっと来たことになるので、これまでの教え子たちは『未熟な教員の授業を受けていた』ことにな

り、申し訳ない気持ちになってしまう。 

「奉職当時の印刷機」は、現在のように「原稿をセットすれば全自動で印刷してくれる上、数枚の印刷物を冊子に綴じてくれる」ようなも

のではなく、「印刷原稿となるスクリーンを作る機器」から、「出来たスクリーンを取り外して印刷機にセット」して印刷するものであった。 

勿論パソコンは無く、試験問題を作成するのにも、「問題文と設問のすべてを手書き」して『「印刷機にとっての原稿」となるスクリーンを

作る機器』にセットしてスクリーンを作るという段取りが必要で、「パソコンソフトの１つであるワープロだけの機能のツール」も、「商品化

されたのは私の大学院修了後」だったので、２年ほどは、『１回作成した問題原稿はそれ切り』で、「同じ作品での問題を作る」場合も、「問

題文と設問を１から手書き」し直さなければならなかった。 

しかしながら、『駒大高校にはスクリーン作成の機器があった』ので、『紙に手書き原稿を書く作業』だけで済んだが、その機器が無ければ

『ガリ版印刷する』しかなく、「会社員経験の方」だと、私と同期以上の方でも『「ちょっと何言ってるかわかんない」印刷方法』で、『スク

リーンの素材に直接手書きする作業』を毎回するしかなかったので大いに助かったのだが、先輩の先生方からは『俺はずっとガリ版印刷だっ

たんだぞっ！！』とカミナリを落とされそうである。 

 現在では、出版社が作成した『問題のサンプルＤＶＤ』を利用すれば「４０年前の作成時間の５分の１」で済むようになり、「仕事の効

率は格段に上がった」が、『生徒・保護者・地域の方々の多様性』や、今回の『コロナウイルス感染禍に伴う様々な対応』など、『若い先生方

の仕事は煩雑さを極める一方』となっていることを考えると、『お前が大変だったのは試験問題を作る時だけだっただろっ！！』と、後輩の

先生方からもカミナリを落とされそうである。 

 確かに、男子校時代の教え子達で、『同窓会に呼んでくれたクラス』、『「合宿勉強」と称して泊りがけで私の自宅に遊びに来た者』、『私の結

婚披露宴で飛び入り余興をしてくれた者』、『自分の結婚披露宴に招待してくれた者』、『毎週土曜日の夜やって来て首都高ドライブの助手席に

私を乗せてくれた者』など、生徒と接することに関しては、授業中は勿論、学校以外でも『楽しい思い出ばかりだった』ことは『幸せこの上

ない４０年だった』と思える。 

今後は「同窓生として外側から母校を支える立場」となって、『中学３年生の時初めて存在を知った駒澤大学高等学校』との結縁に恩返し

をしていきたい。 

 
                                                       合 掌 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

同窓会では上記のように活躍している生徒に対し
て支援を行っており、会員の皆様にも年会費 

 ３,０００円 のご協力をお願いしております。 

ご協力頂ける会員の皆様は下記口座にお振込み 

ください。よろしくお願い申し上げます。 

＜振込先口座＞ 

三井住友銀行 桜新町支店 普通 6557133 

駒澤大学高等学校同窓会会費用 

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、

３月１日から５月３１日まで臨時休校 

～役員総会開催～ 
例年５月に開催している役員総会ですが、今年度は新型コロナウイルスの影
響により７月に開催する運びとなりました。議事に先立ち、永年勤続の先生
方の表彰を行いました。今年は、長谷川宏一先生（理科）と山下弘恵先生
（理科）の２名が勤続１０年を迎え、長谷川先生にご挨拶を頂きました。 
 
 
 
 
 
 
 


